
学校教育における①社会科教育②危機管理(生徒指導)③環境教育に関する教育実践の研究をしています。また，
本学の教員養成教育推進室の一員として教員養成教育に関わる実践的な研究をしています。
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東京家政大学 家政学部 環境教育学科 教育実践学研究室 准教授

学歴 ・昭和60年 東京学芸大学教育学部初等教育学科卒業
・平成63年 東京学芸大学大学院社会科教育学専攻修士課程修了

職歴 ・昭和63年～平成２年 東京都文京区立金富小学校教諭
・平成２年～平成23年 東京学芸大学附属世田谷中学校教諭
・平成23年より 東京家政大学 家政学部 環境教育学科着任

学会 ・日本社会科教育学会
・全国社会科教育学会

講義 ・社会科/公民科教育法ⅠⅡ ・生徒指導論 ・特別活動の研究 他

二川正浩准教授の紹介

研究室学生の言葉 主な就職・進学先

・本当に本当に最初から最後までお世話になりました。ずっと
持ち続けていた夢をかなえることがきました。先生を裏切るよ
うなことをしてしまった時もありました。本当に反省していま
す。常に厳しくご指導して頂いて，心から感謝しています。(中
学校の理科教員になったIさん)

・内定が皆より遅く不安な気持ちだった時，相談にのって頂い
て有り難うございました。これから社会の一員として務めてい
きますが，自分のペースで気負いせずに頑張っていきたいと思
います。研究室２年間有り難うございました。(公務員になった
Nさん)

・教職，セミナー，卒研と大変お世話になりました。おしゃべ
りが耐えない私たちを，苦笑いでしかってくれたのが，印象的
です。就職，卒研，教育実習とたくさん相談にのって頂き，有
り難うございました。(地元の金融機関に就職したYさん)

自然に親しむ活動

フィールドワーク

学生に伝えたいこと

大学時代に，色々な人と風景に出会い，多くの教養と経験を積んで下さい。

好きな言葉

なんとかなる ※但し，一生懸命にがんばっている時に限ります。

趣味

東京家政大学に着任前は自動車と山奥の山道走行。今は趣味を模索中です。

主な著書
2015 中学校社会(地理・歴史・公民)の検定教科書 共著 日本文教出版
2014 教育実習安心ハンドブック 共著 学事出版
2013 中学校総合的研究「社会」(改訂版) 共著 旺文社
2012 小学校「わかる社会」 監修 旺文社
2012 社会科教育辞典 共著 ぎょうせい

東京家政大学 家政学部 環境教育学科

(1)社会科教育

①研究内容

「人と人、人と自然が共生できる社会を考えるためのカリキュラ
ム研究」

②研究活動

切実性をもった平和教育の実践の在り方についての研究を進めて
います。

③卒論題目

・社会科教育における平和教育について(児童教育学科)
・小学校における伝統文化の実践研究(児童教育学科) など

(3)環境教育

①研究内容

「身近な環境問題から環境に対する視野や考え方を広げる活動の
研究」

②研究活動

ペットとの共生や騒音問題など，身近で切実性のある環境問題へ
の解決策についての研究を進めています。

③卒研題目

・生活環境における植物の果たす役割(環境教育学科)
・ペット飼育と都市環境維持の取組と課題(環境教育学科) など

(2)危機管理(生徒指導)

①研究内容

「児童生徒が安心して通える学校・学級運営の在り方に関する研
究」

②研究活動

大川小学校など東日本大震災における被災状況の分析と危機管理
の在り方についての研究を進めています。

③卒論題目

・千葉県における体罰の実態について(児童教育学科)
・より良い信頼関係を築く学級経営の在り方(児童教育学科) など

(4)教員養成教育

①研究内容

「本学から一人でも多くの中高教員を輩出するための教員採用試
験対策とカリキュラムの研究」

②研究活動

現在は，環境教育学科の学生を対象とした中学校・高等学校理科
教員の採用試験対策を行っています。

③卒研題目

・理科教育における星空に親しむ活動(環境教育学科)
・理科教育における体験的学習の意義と課題(環境教育学科) など

環境教育学科で学んだ専門性を
大切にしながら，ゼネラリストと
して社会に貢献できる人材の育成
を目指します。就職先としては一
般事務，総合職,営業，教員，公
民など多岐にわたる業種に就職し
ています。

セミナーや卒研の活動の一つとして，
野菜作りや食品加工，天体観察などの自
然に親しむ活動を行っています。
望遠鏡を使った夜間の天体観察は，な

ぜか曇り空で中止となってしまいます。

※写真は，2012年5月21日の皆既日食
を観察したときの様子です。

環境教育学科

都市環境についての理解と関
心を深めるために，セミナーや
卒研の活動の一環としてフィー
ルドワークを行っています。
現在は石神井川をフィールド

として，都市河川の環境維持に
ついての考察を行っています。


